
平成 29 年度入学生用  公認心理師カリキュラム読み替えチェック表  

○単位を取得した科目のチェック欄にチェック ☑  を入れてください  

 

  

⇒ H29～30年度の授業カリキュラム

区分 必要科目数 公認心理師カリキュラム科目名
広島大学大学院教育学研究科

科目名

精神医学特講

心身医学特講

発達心理学特講

幼児心理学特講 □

学校カウンセリング特講

教育心理学特講

学習心理学特講 □

学校心理学特講（学習開発） □

学校臨床心理学特論（学習開発）

④司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 ⇒ 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

産業カウンセリング特講

社会心理学特講 □

心理的アセスメントに関する理論と実践（臨床心

理査定演習Ⅰ）

臨床心理査定演習Ⅱ □

特定心理検査法特講 □

心理教育的アセスメント演習（学習開発）

臨床心理学特講Ⅰ（※） □

臨床心理学特講Ⅱ（※） □

臨床心理面接特講Ⅰ □

臨床心理面接特講Ⅱ □

特定心理療法特講 □

⇒ 家族ライフサイクル論特講

⇒
家族関係・集団・地域社会における心理支援に関

する理論と実践

⑨心の健康教育に関する理論と実践 ⇒ ストレスマネジメント(グローバルキャリア教育)

臨床心理実習Ⅰ

臨床心理実習Ⅱ □

臨床心理応用実習 □

学校カウンセリング論演習（学習開発）

注1）同一領域内の科目は複数履修しても1科目と数える

注2）実習時間は問われない（450時間以下でも良い）

⑧家族関係・集団・地域社会における心理支

援に関する理論と実践

□

(※)：臨床心理学特講Ⅰ・Ⅱは標準コースの修了生のみ読み替え可

能。心理臨床学コース修了生は読み替え不可のため、チェックはせ

ずに別の科目で読み替えを行ってください。

⇒

□

□

2科目

⑥心理的アセスメントに関する理論と実践 ⇒

□

□

⑦心理支援に関する理論と実践

B．実習科目 450時間以上 ⑩心理実践実習 ⇒

□

□

□

□

⑤産業・労働分野に関する理論と支援の展開 ⇒
□

平成2９年度入学生用

公認心理師となるための大学院における必要な科目

チェック欄

A. 心理実践科目

①を必修として

3科目

①保健医療分野に関する理論と支援の展開 ⇒
□

□

②福祉分野に関する理論と支援の展開 ⇒
□

③教育分野に関する理論と支援の展開 ⇒

□

□



平成 15～ 28 年度入学生用  公認心理師カリキュラム読み替えチェック表  

○単位を取得した科目のチェック欄にチェック ☑  を入れてください  

 

 

  

⇒ H15～28年度の授業カリキュラム

区分 必要科目数 公認心理師カリキュラム科目名
広島大学大学院教育学研究科

科目名

精神医学特講

心身医学特講

発達心理学特講

幼児心理学特講 □

学校カウンセリング特講

教育心理学特講

学習心理学特講 □

学校心理学特講（学習開発） □

学校臨床心理学特論（学習開発）

④司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 ⇒

産業カウンセリング特講

社会心理学特講 □

臨床心理査定演習Ⅰ（※）

臨床心理査定演習Ⅱ（※） □

特定心理検査法特講 □

心理教育的アセスメント演習（学習開発）

臨床心理面接特講Ⅰ（※） □

臨床心理面接特講Ⅱ（※） □

特定心理療法特講 □

⑧家族関係・集団・地域社会における心理支

援に関する理論と実践
⇒ 家族ライフサイクル論特講

⑨心の健康教育に関する理論と実践 ⇒ ストレスマネジメント(グローバルキャリア教育)

臨床心理実習Ⅰ,Ⅱ（※）

臨床心理応用実習（※） □

学校カウンセリング論演習（学習開発）

(※)：心理臨床学コースの学生のみ受講可能な科目

B．実習科目 450時間以上 ⑩心理実践実習

⇒⑤産業・労働分野に関する理論と支援の展開

⑥心理的アセスメントに関する理論と実践

⑦心理支援に関する理論と実践

①を必修として

3科目

2科目

注1）同一領域内の科目は複数履修しても1科目と数える

注2）実習時間は問われない（450時間以下でも良い）

□

チェック欄

□

□

□

□

□

□

□

□

⇒

⇒

⇒

⇒

□

平成15年度～28年度

③教育分野に関する理論と支援の展開 ⇒

A. 心理実践科目

②福祉分野に関する理論と支援の展開 ⇒

公認心理師となるための大学院における必要な科目

①保健医療分野に関する理論と支援の展開
□

□

□

□



平成 12～ 14 年度入学生用  公認心理師カリキュラム読み替えチェック表  

○単位を取得した科目のチェック欄にチェック ☑  を入れてください  

 

 

  

⇒ H12～14年度の授業カリキュラム

区分 必要科目数 公認心理師カリキュラム科目名
広島大学大学院教育学研究科

科目名
チェック欄

精神医学特講 □

幼児臨床学特講 □

発達心理学特講 □

幼児心理学特講 □

知的障害指導法特論(障碍児教育学) □

知的障害指導法演習(障碍児教育学) □

教育心理学特講 □

学習心理学特講 □

学校心理学特講（学習開発） □

学校臨床心理学特論（学習開発） □

学校カウンセリング論特講（学習開発） □

④司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 ⇒ □

⑤産業・労働分野に関する理論と支援の展開 ⇒ 社会心理学特講 □

臨床心理査定演習Ⅰ（※） □

臨床心理査定演習Ⅱ（※） □

臨床心理査定演習Ⅲ（※） □

臨床心理査定演習Ⅳ（※） □

質問紙法心理検査演習（※） □

投影法心理検査演習（※） □

臨床心理面接特講Ⅰ（※） □

臨床心理面接特講Ⅱ（※） □

⑧家族関係・集団・地域社会における心理支援

に関する理論と実践
⇒ 家族ライフサイクル論特講 □

⑨心の健康教育に関する理論と実践 ⇒ □

病院実習Ⅰ,Ⅱ（※） □

心理臨床学応用実習Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ（※） □

学校カウンセリング論演習（学習開発） □

平成12年度～14年度

公認心理師となるための大学院における必要な科目

①を必修として

3科目

①保健医療分野に関する理論と支援の展開 ⇒

③教育分野に関する理論と支援の展開 ⇒

②福祉分野に関する理論と支援の展開 ⇒

⑦心理支援に関する理論と実践 ⇒

B．実習科目

A. 心理実践科目

注1）同一領域内の科目は複数履修しても1科目と数える

注2）実習時間は問われない（450時間以下でも良い）
(※)：心理臨床学コースの学生のみ受講可能な科目

450時間以上 ⑩心理実践実習 ⇒

2科目

⑥心理的アセスメントに関する理論と実践 ⇒



平成 1～ 11 年度入学生用  公認心理師カリキュラム読み替えチェック表  

○単位を取得した科目のチェック欄にチェック ☑  を入れてください  

 

 

⇒

区分 必要科目数 公認心理師カリキュラム科目名
広島大学大学院教育学研究科

科目名
チェック欄

①保健医療分野に関する理論と支援の展開 ⇒ 臨床・障害心理学特講 □

発達心理学特講 □

発達基礎論特講 □

教育心理学特講 □

学習心理学特講 □

④司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 ⇒ □

⑤産業・労働分野に関する理論と支援の展開 ⇒ 社会心理学特講 □

臨床・障害心理学演習(M2後期) □

⇒ 異常心理学特講 □

⇒ 人格心理学特講 □

⑧家族関係・集団・地域社会における心理支援

に関する理論と実践
⇒ 集団心理学特講 □

⑨心の健康教育に関する理論と実践 ⇒ □

臨床・障害心理学演習(M1前期) □

臨床・障害心理学演習(M2前期) □
450時間以上

注1）同一領域内の科目は複数履修しても1科目と数える

注2）実習時間は問われない（450時間以下でも良い）

注3) 「臨床・障害心理学演習」はM1前期，M1後期，M2前期，M2後期とそれぞれ開講され，前期と後期で担当教員が異なる

B．実習科目

平成1年度～11年度

公認心理師となるための大学院における必要な科目

A. 心理実践科目

①を必修として

3科目

②福祉分野に関する理論と支援の展開 ⇒

2科目

③教育分野に関する理論と支援の展開 ⇒

H1～11年度の授業カリキュラム

□
⑥心理的アセスメントに関する理論と実践 ⇒

臨床・障害心理学演習(M1後期)

⇒⑩心理実践実習

⑦心理支援に関する理論と実践


